
江
戸
幕
府
が
渭
国
の
医
師
を
招
聰
し
て
、
医
学
教
授
に
当
た
ら

せ
た
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
前
総
会
で
清
医
胡
兆
新
の
来
日
、
日
本
人
医
師
と

の
交
流
に
つ
い
て
報
告
し
、
今
回
ま
た
享
保
年
間
に
来
日
し
た
趙

舩
陽
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
で
、
江
戸
期
の
清
日
医
学
交
流
の

実
体
を
明
ら
か
に
し
た
い
・

趙
湘
陽
は
三
年
近
く
滞
在
し
た
が
、
趙
舩
陽
の
活
躍
は
書
物
に

散
見
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
本
報
告
は
こ
れ
ら
を
調
査
し
た
結
果

に
基
づ
き
、
趙
舩
陽
に
つ
い
て
長
崎
に
つ
た
わ
る
逸
事
を
ま
と
め

て
報
告
す
る
。

「
長
崎
年
表
』
「
長
崎
年
表
學
要
』
に
よ
る
と
、
趙
湘
陽
は
享
保

十
一
年
二
七
二
六
）
十
月
九
日
、
二
六
番
南
京
船
で
長
崎
に
到
着
、

享
保
十
四
年
八
月
二
八
日
、
四
番
廩
門
船
で
帰
国
し
て
い
る
。
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研
吉

趙
舩
陽
は
名
を
天
演
、
字
を
錫
爵
、
潤
周
、
号
を
舩
陽
、
玉
峯
、

杏
圃
と
称
し
た
。
蘇
州
罠
山
縣
の
人
で
、
医
業
が
三
代
続
い
た
家

柄
で
あ
っ
た
。
来
日
時
は
六
三
歳
。
同
行
者
は
高
輔
皇
、
甥
の
呉

宿
来
及
び
使
用
人
の
徐
安
達
で
あ
っ
た
。
四
人
は
入
港
後
、
大
通

事
河
間
八
平
次
宅
に
滞
在
を
命
じ
ら
れ
た
。

享
保
九
年
、
幕
府
は
中
国
に
大
量
の
医
書
を
注
文
し
た
。
唐
商

船
が
医
書
を
舶
載
し
て
、
利
益
を
得
た
が
、
来
日
し
た
医
者
達
も

書
籍
を
持
参
し
、
譲
渡
し
た
。
特
に
享
保
十
一
年
以
降
、
漢
籍
の

新
本
が
か
な
り
日
本
へ
流
入
し
た
結
果
、
漢
方
の
医
学
界
に
も
影

響
を
与
え
た
が
、
そ
の
時
に
将
来
さ
れ
た
も
の
が
孤
本
、
珍
本
と

し
て
現
存
し
て
い
る
。

「
舶
来
書
目
』
の
所
載
に
よ
る
と
、
趙
湘
陽
は
「
字
彙
」
『
類
経
」

『
傷
寒
論
』
『
医
門
法
律
』
『
景
岳
全
書
」
「
証
治
準
縄
」
『
本
草
綱

目
』
な
ど
二
一
種
の
言
籍
を
持
参
し
た
。
趙
舩
陽
が
在
日
し
た
三

年
間
の
行
動
の
記
録
は
『
唐
医
趙
湘
陽
文
録
」
と
し
て
残
る
。

「
文
録
」
は
修
琴
堂
蔵
書
と
し
て
現
存
す
る
が
、
そ
れ
は
天
明
七

年
（
一
七
八
七
）
の
写
本
で
あ
る
。
「
文
録
」
は
病
例
、
文
書
、
問

単
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
記
載
か
ら
、
趙
湖
陽
が
官
許
を
得
て
、

唐
館
を
出
て
、
民
間
の
診
療
を
行
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
病
例
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は
享
保
十
一
年
か
ら
十
二
年
の
間
の
診
療
記
録
で
あ
る
。
文
書
は

趙
湘
陽
が
持
参
し
た
薬
品
な
ど
を
販
売
す
る
許
可
の
請
願
害
で
あ

り
、
問
単
は
臨
床
問
診
の
口
訣
で
あ
る
。
質
問
は
頭
か
ら
大
小
便

な
い
し
女
科
ま
で
合
わ
せ
て
十
八
問
か
ら
な
る
。

ま
た
、
佐
井
聞
奄
の
『
傷
寒
論
私
撰
」
に
趙
舩
陽
の
記
事
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
寛
延
辛
未
（
一
七
五
一
）
夏
六
月
、
趙
舩
陽
が
長
崎

に
来
て
、
診
療
時
に
常
に
「
仲
景
診
脈
図
」
を
座
右
に
掛
け
て
、

「
こ
の
図
は
官
府
が
所
蔵
し
た
五
百
年
前
の
物
で
、
皇
帝
か
ら
賜

っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
語
っ
た
と
記
し
、
模
写
さ
れ
た
「
仲
景
診

脈
図
」
を
収
め
て
い
る
。
「
日
本
医
譜
・
佐
井
聞
奄
」
に
は
、
佐
井

聞
奄
が
趙
湘
陽
の
自
筆
問
単
を
旧
蔵
し
て
、
「
此
実
有
益
之
物
也
」

と
記
す
。
そ
の
内
容
は
「
文
録
」
の
問
単
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。ち

な
み
に
、
嘉
永
四
年
二
八
五
二
に
刊
行
さ
れ
た
伊
藤
鳳
山

の
「
傷
寒
論
文
字
考
」
に
、
伊
藤
鳳
山
が
友
人
唐
沢
徳
夫
の
求
め

を
応
じ
、
「
仲
景
診
脈
図
」
の
臨
床
的
価
値
に
説
く
の
に
、
「
長
沙

参
診
出
張
書
、
有
説
有
図
義
始
寄
、
莫
道
人
迎
独
無
見
、
論
中
頚

脈
是
如
何
」
と
い
う
詩
を
一
首
作
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
寛
延
辛
未
に
は
趙
湘
陽
は
八
八
歳
で
あ
り
、
こ
の

年
令
で
渡
海
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
年
代
に
つ
い
て
、

な
お
考
証
の
余
地
が
あ
る
。

「
杏
林
叢
書
・
居
家
遠
志
」
に
、
伊
澤
藺
軒
が
嘗
て
長
崎
で
趙
舩

陽
医
案
を
購
入
し
た
記
録
が
あ
る
が
、
現
在
、
そ
の
所
蔵
、
内
容

に
つ
い
て
不
明
で
あ
る
。

享
保
戊
申
（
一
七
二
八
）
趙
湖
陽
が
竹
林
道
本
禅
師
を
介
し
て
、

香
月
牛
山
の
「
薬
篭
本
草
」
の
序
文
を
書
い
た
。
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
香
月
牛
山
と
の
間
で
、
詩
及
び
医
薬
学
説
に
つ
い
て
文
通

を
交
わ
し
て
い
る
。
享
保
巳
酉
（
一
七
二
九
）
、
春
林
道
生
は
そ
の

内
容
に
「
万
里
神
交
」
の
題
を
つ
け
て
、
「
薬
籠
本
草
」
に
付
し
た
。

中
日
文
化
交
流
の
一
美
談
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
趙
舩
陽
の
長
崎
に
お
け
る
逸
事
を
顧
み
る
と
、

清
医
た
ち
の
来
日
の
動
機
は
と
も
か
く
、
客
観
的
に
み
て
、
日
本

の
漢
方
医
学
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
槁

を
終
わ
る
に
当
た
り
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
酒
井
シ
ヅ
教
授
に
深

く
感
謝
す
る
。

（
〃
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
・
北
里
研
究
所
東
洋
医
学

総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）

す
日
本
医
科
大
学
東
洋
医
学
外
来
）
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